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よ
う
や
く
朝
夕
は
幾
分
し
の
ぎ
易
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
と
こ

ろ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
期
に

入
っ
た
と
の
厚
生
労
働
省
の
見
解
が
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
幼
児
、
学
童
、
生

徒
の
方
た
ち
、
及
び
高
齢
者
が
感
染
し
易

く
、
ま
た
合
併
症
も
起
こ
り
や
す
い
よ
う

で
、
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
と
、
学
校
で

は
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぐ
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
例
会
、
委
員
会

等
の
会
合
に
関
す
る
指
導
は
出
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
、
風
邪
症
状
が

あ
る
と
き
は
外
出
を
控
え
、
Ａ
型
と
判
明

す
れ
ば
自
宅
待
機
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
新
型

と
判
明
す
れ
ば
、
同
居
家
族
は
出
来
る
だ

け
外
出
を
控
え
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
、

な
ど
の
助
言
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会

合
の
中
止
、
延
期
な
ど
に
関
し
て
は
招
集

者
の
判
断
に
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
慎

重
に
判
断
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
老
婆
心

な
が
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
っ
て
、
流

行
状
況
に
よ
っ

て
は
新
し
い
通

達
等
が
出
さ
れ

る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、
そ
の
節

に
は
ま
た
ご
連

絡
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
十
分
に
ご
体
調
に
お
気

を
つ
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

7
月
30
日
（
木
）
18
：
00
よ
り
「
ヴ
ィ

ラ
讃
岐
」
に
お
い
て
、
４
Ｒ
ー
３
Ｚ
の
第

１
回
ゾ
ー
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
尾
崎
会

長
・
中
村
幹
事
・
三
木
会
計
・
名
倉
事
務

局
の
４
名
が
出
席
、
３
Ｚ
の
５
ク
ラ
ブ
よ

り
総
勢
18
名
の
出
席
の
も
と
、
三
木
さ
ぬ

き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
多
田
３
Ｚ
ー
Ｚ
Ｃ

Ａ
の
司
会
に
よ
り
会
議
を
は
じ
め
、
内
原

３
Ｚ
Ｃ
よ
り
今
年
１
年
間
前
笠
井
Ｚ
Ｃ
の

後
を
受
け
て
３
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
初

め
て
の
会
と
い
う
こ
と

で
自
己
紹
介
を
行
い
会

議
に
入
り
ま
し
た
。

協
議
事
項
に
つ
い
て

は
、
内
原
Ｚ
Ｃ
が
説
明

を
行
い
会
が
進
行
さ
れ

ま
し
た
。
お
も
な
内
容

は
、
8
月
30
日
高
松
国

際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

る
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式

訪
問
及
び
、
第
１
回
ガ

バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
に

つ
い
て
の
、
日
程
等
に

つ
い
て
の
説
明
と
、
今

ま
で
は
Ｒ
ゾ
ー
ン
単
位
で
行
っ
て
い
た
公

式
訪
問
を
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
で
、
Ｚ
単
位

で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

今
後
の
ゾ
ー
ン
会
議
，
リ
ゾ
ー
ン
会
議

の
日
程
、
Ｒ
Ｃ
の
ク
ラ
ブ
訪
問
と
新
入
会

員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
程
に
つ

い
て
の
説
明
と
、
質
疑
が
行
な
わ
れ
終
了

し
ま
し
た
。

（
Ｌ
・
尾
崎
正
一

記
）

ボランティアと友だちの国際的なネットワークに参加しましょう。

寄り添って今日も元気にウィサ―ブ
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会場：ヴィラ讃岐

ガ
バ
ナ
ー
レ
タ
ー

３
３
６
ー
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー

武
久
一
郎

４
Ｒ
３
Ｚ

第
１
回
ゾ
ー
ン
会
議



8
月
7
日
、
336
ー
Ａ
地
区
４
リ
ジ
ョ
ン

Ｒ
Ｃ
稲
崎
様
（
八
栗
LC
）
、
3
ゾ
ー
ン
Ｚ

Ｃ
内
原
様
（
三
木
さ
ぬ
き
LC
）
、
4
リ
ジ
ョ

ン
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
多
田
様

（
志
度
LC
）
の
例
会
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

訪
問
ゲ
ス
ト
の
ご
指
導
に
感
謝
。

８
月
生
れ
の
有
名
人

中
内
功
、
ダ
イ
エ
ー
創
業
者
（
1922
年
８
月
２
日
）

ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
、
カ
バ
ン
製
造
職
人
（
1821
年
８
月
4
日
）

柴
咲
コ
ウ
、
女
優
・
歌
手
（
1981

年
８
月
５
日
）

筧
利
夫
、
俳
優
（
1962

年
8
月
10
日
）

菅
原
文
太
、
俳
優
（
1933

年
8
月
16
日
）

ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
、

俳
優
（
1943
年
8
月
17
日
）

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
、
歌
手
（
1955
年
8
月
20
日
）

み
の
も
ん
た
、
司
会
者
（
1944
年
8
月
22
日

）

羽
田
孜
、
第
80
代
内
閣
総
理
大
臣
（
1935
年
8
月
24
日
）

山
村
美
紗
、
小
説
家
（
1934
年
8
月
25
日
）

武
村

正
義
、
政
治
家
（
1934
年
8
月
26
日
）

宮
沢
賢
治
、
詩
人
（
1896
年
8
月
27
日
）

ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン

、
韓
国
俳
優
（
1972
年
8
月
29
日
）

キ
ャ
メ
ロ
ン
・

デ
ィ
ア
ス
、

ア
メ
リ
カ
女

優
（
1972
年
8
月
30

日
）

野
茂

英
雄
、

野
球
（
1968

年
8

月
31
日
）

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織
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８
月
誕
生
者

の
皆
様
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
誕
生

日
が
同
じ
有

名
人
、
話
し

の
種
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

336-Ａ地区4Ｒ-ＲＣ 稲崎国延様

８
月
誕
生
者

Ｌ
・
三
木

啓
司
（
8
月
2
日
）

Ｌ
・
十
河

信
義
（
8
月
4
日
）

Ｌ
・
安
松

均

（
8
月
10
日
）

Ｌ
・
鶴
居

健

（
8
月
17
日
）

Ｌ
・
池
田

肇

（
8
月
22
日
）

Ｌ
・
松
岡
喜
久
雄
（
8
月
24
日
）

Ｌ
・
石
原

淳
司
（
8
月
26
日
）

Ｌ
・
玉
木

一
將
（
8
月
29
日
）

Ｌ
・
石
井

利
夫
（
8
月
30
日
）

Ｌ
Ｌ
・
尾
崎

民
子
（
8
月
5
日
）

Ｌ
Ｌ
・
三
好

順
子
（
8
月
16
日
）

Ｌ
Ｌ
・
安
西

絹
子
（
8
月
20
日
）

Ｌ
Ｌ
・
坂
東

悦
子
（
8
月
24
日
）

Ｌ
Ｌ
・
石
井

ト
ミ
（
8
月
25
日
）

Ｌ
Ｌ
・
森
川

郁
子
（
8
月
27
日
）

Ｌ
Ｌ
・
西

千
代
美
（
8
月
31
日
）

８
月
誕
生
会
８
月
第
１
例
会

336-
Ａ
地
区
4
Ｒ-

Ｒ
Ｃ

4
Ｒ-

3
Ｚ

Ｚ
Ｃ

4
Ｒ

地
区
委
員

例
会
訪
問

８月誕生会に出席の皆様



わ
れ
わ
れ
の
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
世
界
最
大
の
奉
仕
団
体
で
あ
る
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
一
員
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
の
が
昭
和
39
年
8
月
23
日
で
し

た
。
昭
和
39
年
は
、
終
戦
か
ら
約
20
年
経

ち
、
わ
が
国
は
高
度
成
長
期
に
入
り
、
東

海
道
新
幹
線
の
開
通
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
な
ど
目
覚
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て

い
た
。
こ
の
時
期
に
わ
が
長
尾
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
は
高
松
玉
藻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
新
ク
ラ
ブ
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。

46
年
前
の
そ
の
日
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ

イ
ト
（
認
証
状
伝
達
式
）
と
言
っ
て
、
国

際
協
会
か
ら
交
付
さ
れ
た
チ
ャ
ー
タ
ー

（
認
証
状
）
が
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
新
ク

ラ
ブ
へ
伝
達
さ
れ
、
地
区
内
の
他
の
ク
ラ

ブ
に
認
証
を
知
ら
せ
る
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
も
、
そ
の
国
際
協
会
認
証
を
記
念

し
て
「
第
四
十
六
回
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト

記
念
例
会
」
が
大
川
オ
ア
シ
ス
で
8
月
21

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
当
初
の
チ
ャ
ー

タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
「
献
身
的
奉
仕

の
精
神
」
が
今
日
の
わ
が
長
尾
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
の
意
を
表
そ
う
と
皆
様
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

現
会
員
で
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
は
次
の

方
々
で
す
。

Ｌ
、
佐
藤

敬
一
郎

Ｌ
、
白
井

貞
男

Ｌ
、
白
井

敏
隆

Ｌ
、
山
下

晋

Ｌ
、
阿
部

信
行

今
例
会
に
は
、
残
暑
の
厳
し
い
な
か
Ｌ
・

白
井
貞
男
と
Ｌ
・
白
井
敏
隆
の
両
氏
に
ご

出
席
を
お
願
い
で
き
、
我
々
に
激
励
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー

に
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
で
、
Ｌ
・

白
井
敏
隆
か
ら
新
ク
ラ
ブ
結
成
の
苦
労
や

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
の
状
況
な
ど
の
ス
ピ
ー

チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
前
会
長

中
川
宜
興
の
乾

杯
の
音
頭
で
宴
は
盛
り
上
が
り
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
、
和
や
か
に
し
て
楽
し
い
ひ
と

ボランティアと友だちの国際的なネットワークに参加しましょう。

寄り添って今日も元気にウィサ―ブ
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チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
を
称
え
る
会

第
46
回
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
記
念
例
会



と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
Ｌ
・
多
田
敏
雄

記
）

昭
和
39
年
高
松
玉
藻

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
に

依
り
４
月
17
日
42

名
の
会
員
で
「
い

ろ
は
」
に
於
い
て

結
成
式
を
行
い
第
１

回
の
例
会
が
行
わ
れ

た
。そ

し
て
４
ヶ
月
後
の
８
月
23
日
の
チ
ャ
ー

タ
ー
ナ
イ
ト
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
役
割

分
担
し
て
玉
藻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
指

導
の
も
と
進
め
ら
れ
た
。
又
、
初
代
小
西

会
長
の
主
旨
で
田
舎
の
特
色
を
出
し
た
チ
ャ
ー

タ
ー
ナ
イ
ト
に
し
よ
う
と
言
う
こ
と
で
あ
っ

た
。チ

ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
は
８
月
23
日
長
尾

中
学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
泉
水
を
囲
ん
で
行

わ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
金
子
正
則
知
事
、

大
久
保
雅
彦
県
議
会
議
長
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

関
係
来
賓
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
始
め
地
区

役
員
外
多
勢
の
役
員
の
参
加
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
。
玉
藻
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
は
大
河
原
正
会
長
、
広
瀬
晃
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
委
員
長
そ
し
て
平
田
信
次
郎
幹

事
の
３
名
が
来
賓
と
し
て
参
加
頂
き
44
の

ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
427

名
の
L
・
LL

の

参
加
を
頂
き
盛
大
に
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト

が
行
わ
れ
た
。
又
、
香
川
県
警
察
音
楽
隊

の
伴
奏
奉
仕
を
頂
い
た
。

厳
粛
な

１
時
間
の

式
典
が
終

り

中

食

【
湯
で
卵
、

入
谷
製
麺

の
た
ら
い

う
ど
ん
、

ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、

コ
カ
コ
ー

ラ
、
フ
ァ

ン
タ
】
の
準
備
に
な
る
。
ホ
ス
テ
ス
は
ラ

イ
オ
ネ
ス
、
ほ
と
ん
ど
全
員
に
近
い
夫
人

の
参
加
を

得
る
こ
と

が
出
来
た
。

そ
ろ
い
の

浴
衣
姿
で

あ
っ
た
。

エ
キ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
は
バ
ス
を
連
ね
て
大
窪
寺
へ
護
摩
供
養

に
御
詠
歌
、
野
点
の
お
茶
席
。
エ
キ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
バ
ス
が
帰
る
迄
に
祝
宴
の
準
備

と
い
う
こ
と
で
大
忙
し
で
あ
る
。
祝
宴
は

さ
ぬ
き
の
味
と
い
う
こ
と
で
【
醤
油
豆
、

春
菊
と
三
葉
の
お
し
た
し
、
鮒
の
て
っ
ぱ

い
、
泥
鰌
汁
、
胡
麻
豆
腐
、
鰻
の
蒲
焼
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
若
鶏
の
唐
揚
げ
、
果
物
マ
ス

カ
ッ
ト
、
き
つ
ね
寿
司
、
押
し
寿
司
、
細

巻
寿
司
】
で
あ
っ
た
。

（
Ｌ
・
白
井
敏
隆

記
）

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織
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当時を語るＬ・白井敏隆

チャーターメンバーへ記念品の贈呈

前会長の乾杯の音頭

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
の

思
い
出



氏名 どんなことで

国方　弘 稲崎、内原、多田Ｌのご訪問に感謝して
中川宜興 母の葬儀に際して、クラブの皆様のご高配に感謝して

村尾良明 ＲＣ、ＺＣ、地区委員３名の例会訪問に感謝して
入谷　武 Ｌ．稲崎、Ｌ．内原、Ｌ．多田３名の方の例会訪問に感謝して

中村聖二 寒川高校の甲子園出場を祝って

鶴居　健
７月下旬に香川医大で冠動脈の狭窄部位にステトンを入れる手術を無事終わりました。

８月四国新聞俳壇で久しぶりに入選二作目の受賞をしました。
石井利夫 稲崎４ＲＣ、内原３ＺＣ、多田４Ｒ環境保全、保健福祉委員の皆様を歓迎申し上げます。

山下泰司
１、８月生れの方々の誕生日おめでとうございます。
２、暑い日々がつづいています。健康に注意してください。

３、来賓の方々の御出席ありがとうございました。

寒川正行
亡、母ツヤノの葬儀に際しまして、クラブを始め会員皆様の御弔慰を賜り、有難く、厚く御礼

を申し上げます。

尾崎正一
４リジョンＲＣ稲崎様、３ゾーンＺＣ内原様、４リジョン環境保全・保健福祉委員多田様の例

会訪問を歓迎して
三木啓司 稲崎様、内原様、多田様の例会訪問を歓迎して

井上信明 本日はＲＣ稲崎様　ＺＣ内原様　地区委員多田様のご指導に感謝して
安部　好 訪問ゲストを心から歓迎して

冨田義雄
Ｒパーソン、Ｚパーソン、地区委員の例会訪問に感謝してオイスカ香川東支局、事務局長、
事務所の変更について事務局長、冨田義雄　住所、さぬき市昭和5806になりました。今後

共ご支援ご協力よろしくお願いします。
ドネーション　貴クラブの益々のご発展をお祈り申し上げます。336-Ａ地区4Ｒ-ＲＣ　稲崎国延

ドネーション　　4Ｒ-3Ｚ　ＺＣ　内原　巧
ドネーション　志度ライオンズクラブ　地区委員　多田照雄

Ｌ
・
井
上
信
明
（
当
時
２
段
）
４
連
勝
で
見
事
優
勝

私
の
手
元
に
25
周
年
記
念
発
刊
、
「
長
尾
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」

総
集
版
（
B5
版
・
横
書
き
・
表
紙
黒
色
・
題
字
金
色
・
504
頁
）

ボランティアと友だちの国際的なネットワークに参加しましょう。

寄り添って今日も元気にウィサ―ブ
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ドネーション 第１０８９回例会 平成21年8月7日

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
「
最
大
の
秘
密
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ラ
イ
オ
ン
ズ
が
誰
で
あ
り
、
い
か
に
世
界
を
変
え
て
い
る

か
を
世
間
に
知
ら
せ
れ
ば
「
秘
密
」
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

地
域
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
め
、

同
時
に
若
い
世
代
に
有
益
で
楽
し
い
経
験
を
与
え
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
と
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
が
会
員
の
勧
誘
を
行
う

際
、
良
い
反
応
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
最
善
の
方
法
で

す
。「

私
た
ち
に
は
あ
な
た
が
必
要
で
す
」
は
、
よ
り
多
く

の
配
偶
者
と
女
性
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
歓
迎
す
る
た
め
の
新

し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
女
性
な
し
の
国
際
協
会
な
ど

今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
「M

o
v
e
to
G
row

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
新
た
な
方

法
で
行
動
を
お
こ
す
こ
と
、
そ
し
て
奉
仕
に
加
わ
っ
て
も

ら
う
に
ふ
さ
わ
し
い
新
会
員
を
招
き
入
れ
る
こ
と
へ
の
、

私
た
ち
の
決
意
で
す
。

（
ヴ
ィ
ル
フ
ス
国
際
会
長
よ
り
）

グ
ロ
ー
バ
ル
会
員
増
強
チ
ー
ム

最
新
情
報

28
年
前
の
囲
碁
同
好
会



段
位

二
段

二
段

初
段

初
段

初
段

一
級

五
級

五
級

前

川

井

上

間

嶋

山

地

大

石

真

田

藤

井

石

川

前
川

○ ○ ○ ×

井

上
× × × ×

間
嶋

× ○ ×

山

地
× ○ ○

大
石

× ○ ×

真

田
○ × ○

藤
井

× ×

石

川
○ ○

成
績

三
敗

三
勝

二

勝
一
敗

一

勝
二
敗

二

勝
一
敗

一

勝
二
敗

二

勝
一
敗

三
敗

①井上、②間嶋、③藤井

同率者は年長者を上位とする

が
あ
る
。
こ
の
冊
子
に
よ
る
と
当
ク

ラ
ブ
の
会
報
誌
が
創
刊
さ
れ
た
の
は

第
２
代
会
長
Ｌ
蓮
井
幹
一
（1

9
6
5
.7

～1
9
6
6
.6

）
の
時
で
発
刊
月
・
日
は

不
明
。
第
１
号
か
ら
第
23
号
又
は
第

24
号
迄
の
表
紙
の
題
字
は
「N

ag
a
o
T
IM

E
S

」
（N

ag
a
o

は
筆
記
体
）
で
第
25
号
か

ら
現
行
の
「
長
尾T

IM
E
S

」
に
変
わ
っ

て
い
る
。
23
号
か
ら
か
24
号
か
ら
か
は
当

該
番
号
の
会
報
誌
が
欠
落
し
て
い
る
の
で

不
明
な
の
は
残
念
で
あ
る
。

私
は
時
々
こ
の
冊
子
を
開
き
チ
ャ
ー
タ
ー

ナ
イ
ト
は
勿
論
の
事
、
往
年
の
諸
先
輩
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
、
事
業
達
成
感
の
喜

び
等
々
を
学
ん
で
い
る
。

先
日
た
ま
た
ま
、
第
19
号
（1981
.6.20

発
行
）
に
眼
を
通
し
て
い
た
時
、
同
好
会

便
り
（
囲
碁
）
の
記
事
を
見
つ
け
た
。

『
9
月
18
日
、
第
2
例
会
後
、
丸
2
年

振
り
に
囲
碁
同
好
会
が
「
い
ろ
は
」
に
て

開
催
さ
れ
た
。
秋
の
夜
長
で
、
暑
か
ら
ず
、

寒
か
ら
ず
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

恵
ま
れ
日
頃
の
腕
前

を
競
い
合
い
、
終
始

和
や
か
な
う
ち
に
進

行
、
午
後
11
時
過
ぎ

賞
品
授
与
式
を
終
え

幕
を
閉
じ
た
。
尚
、

同
率
者
に
対
し
て
は

年
長
者
を
上
位
と
し
た
の
で
付
記
す
る
。

対
戦
成
績
は
別
表
の
通
り
。
』

Ｌ
大
石
刀
一
（
以
上
原
文
の
ま
ま
）

Ｌ
間
嶋
は
過
日
お
亡
く
な
り
に
な
り
、

皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
チ
ャ
ー
タ
ー

メ
ン
バ
ー
。
Ｌ
山
地
は
昨
年
退
会
さ
れ
た

元
会
長
、
Ｌ
大
石
・
Ｌ
藤
井
も
チ
ャ
ー
タ
ー

メ
ン
バ
ー
（
故
人
）
Ｌ
石
川
は
元
長
尾
町

教
育
長
、
会
員
委
員
長
等
を
経
験
さ
れ
た
。

Ｌ
前
川
に
つ
い
て
は
、
私
は
存
じ
あ
げ
な

い
。
私
も
Ｌ
間
嶋
、
Ｌ
山
地
、
Ｌ
真
田
、

と
対
局
し
た
記
憶
が
あ
る
が
、
Ｌ
山
地
は

強
す
ぎ
て
相
手
に
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｌ
間

嶋
、
Ｌ
真
田
と
は
丁
度
力
が
拮
抗
し
て
良

い
相
手
で
あ
っ
た
と
懐
か
し
さ
が
こ
み
あ

げ
て
く
る
。

現
在
の
囲
碁
同
好
会
は
メ
ン
バ
ー
も
一

新
、
当
時
で
残
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
Ｌ
井

上
の
み
。
Ｌ
井
上
さ
ん
は
そ
の
頃
か
ら
抜

群
の
強
さ
を
誇
っ
て
お
ら
れ
た
の
を
知
り
、

感
心
す
る
。

や
は
り
28
年
間
の
時
の
流
れ
は
大
き
い

と
痛
感
。
往
時
を
偲
ぶ
方
も
多
い
と
思
わ

れ
る
の
で
ご
紹
介
を
さ
せ
て
戴
く
。

（
Ｌ
・
鶴
居
健

記
）

45,000のクラブと130万人の会員でライオンズは世界最大の奉仕クラブ組織

ht tp://www.nagaolc.jp/
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９
月
の
行
事
予
定

4
日
（
金
）
第
１
例
会

い
ろ
は

11
日
（
金
）
運
営
委
員
会
・

第
２
回
会
員
増
強
特
別
委
員
会

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み

18
日
（
金
）
第
２
例
会

い
ろ
は

25
日
（
金
）
事
業
委
員
会

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み



叱
っ
て
く
れ
る
人
を
持
つ
こ
と
は
大
き
な

幸
福
で
あ
る

松
下
幸
之
助

諸
君
は
必
ず
失
敗
す
る
。
成
功
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ぬ
け
ど
、
成
功
よ
り
失
敗
が

多
い
。
失
敗
に
落
胆
し
な
さ
る
な
。
失
敗

に
打
ち
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ

大
隈
重
信

人
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
し
、
国
は
興
亡

す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
念
は
生
き
続

け
る
。

ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ

幸
せ
は
途
切
れ
な
が
ら
も
続
く
の
で
す
。
.

草
野
正
宗
：
ス
ピ
ッ
ツ

雑
草
と
い
う
名
前
の
草
は
無
い

昭
和
天
皇

為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
。
成
る

業
を
成
ら
ぬ
と
捨
つ
る
人
の
儚
さ武

田
信
玄

為
せ
ば
成
る

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事

も

成
ら
ぬ
は
人
の

為
さ
ぬ
な
り
け
り

上
杉
鷹
山

こ
れ
で
い
い
の
だ

出
典

天
才
バ
カ
ボ
ン

昨
日
は
昨
日
。
大
事
な
の
は
明
日
だ
。

イ
ビ
チ
ャ
・
オ
シ
ム

神
は
、
我
々
を
人
間
に
す
る
た
め
に
、
何

ら
か
の
欠
点
を
与
え
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

努
力
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
実
力
の
う
ち

俵

万
智

何
も
咲
か
な
い
寒
い
日
は
、
下
へ
下
へ
と

根
を
の
ば
せ
、
や
が
て
大
き
な
花
が
咲
く
。

高
橋

尚
子

鉄
が
使
用
せ
ず
し
て
錆
び
、
水
が
腐
り
ま

た
は
寒
中
に
凍
る
よ
う
に
、
才
能
も
用
い

ず
し
て
は
損
な
わ
れ
る
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ

時
間
を
最
も
有
効
に
利
用
し
た
者
に
、
最

も
立
派
な
仕
事
が
で
き
る
。

人
生
に
は
何
よ
り
も
「
な
に
、
く
そ
」
と

い
う
精
神
が
必
要
だ

嘉
納

治
五
郎

私
の
や
っ
た
仕
事
で
本
当
に
成
功
し
た
の

は
、
全
体
の
わ
ず
か
1%

に
す
ぎ
な
い
。

99%

は
失
敗
の
連
続
で
あ
っ
た

本
田

宗
一
郎

ボランティアと友だちの国際的なネットワークに参加しましょう。

寄り添って今日も元気にウィサ―ブ
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「
偉
大
な
る
平
凡
」
と
い
う
事
、
最
高

に
完
成
さ
れ
た
文
章
は
、
一
向
に
奇
抜

な
と
こ
ろ
が
な
い
。
い
お
う
と
す
る
こ

と
を
ピ
タ
リ
と
い
い
あ
て
て
い
る
だ
け

だ
。
最
高
の
境
地
に
達
し
た
人
格
は
、

少
し
も
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
。
た

だ
、
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
て
い
る
だ
け

だ
。
遊
び
心
の
あ
る
会
報
誌
を
作
り
た

い
と
思
っ
た
。

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
機
能
が
結
構
使

え
る
事
を
認
識
。
デ
ジ
カ
メ
を
忘
れ
た

時
に
良
く
使
う
の
だ
が
花
火
（
会
報
誌

表
紙
）
も
な
ん
と
か
撮
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
表
紙
は
夏
ら
し
く
海
水
浴
と
迷
っ

た
の
だ
が
、
ピ
チ
ピ
チ
ギ
ャ
ル
が
写
っ

て
な
い
の
で
「
み
ろ
く
花
火
」
に
決
定

し
た
次
第
。

発

行

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

〒

７
６
９
―
２
３
０
１

香
川
県
さ
ぬ
き
市

長
尾
東
九
一
四
ー
一

０
８
７
９･

５
２･

５
８
０
０

０
８
７
９･

５
３･

２
０
９
８

発
行
人

会
長
・
尾

崎

正

一

幹
事
・
中

村

聖

二

編

集

Ｐ
Ｒ
・
Ｌ
情
報
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会

発
行
日

平
成
二
十
一
年
九
月

一
日

編
集
後
記

名

言

集


